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同窓会 会報　第20号 2

同
窓
会
会
長
挨
拶

学

校

長

挨

拶

　

早
春
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご

健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
昭
和
三
十
七
年
度
に
開
校
し
、

今
年
の
四
月
に
は
第
六
十
期
生
が
入
学
し

て
き
ま
す
。
同
窓
会
は
昭
和
三
十
九
年

度
、
第
一
期
生
八
十
八
名
の
卒
業
に
よ
り

発
足
し
、
今
年
は
第
五
十
七
期
生
百
十
七

名
が
め
で
た
く
卒
業
さ
れ
（
卒
業
生
総
数

一
万
千
九
百
七
十
一
名
）入
会
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
残
念
な
が
ら
入
会
式

は
開
催
出
来
ま
せ
ん
が
、
卒
業
生
を
暖
か

く
迎
え
入
れ
、
こ
れ
か
ら
は
同
窓
会
の
仲

間
と
し
て
、
共
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
な
が
ら
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
し
、
郷

土
の
開
発
先
導
に
努
め
、
広
く
社
会
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
年
後
（
令
和
五
年
度
）
に
開
校
す
る

統
合
校
に
関
し
て
は
、
校
名
・
制
服
・
校

章
・
校
歌
等
の
検
討
が
、
今
年
よ
り
始
ま

る
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時

期
で
す
が
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
頂
き
、
広
く
中
学
生
や
社

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
御
支

援
と
御
指
導
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
本
日
、
第
五
十
七
回

の
卒
業
式
を
迎
え
、
新
た
に
百
十
七
名
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
す
。
社
会
に
出
て

支
え
と
な
る
の
は
、
何
よ
り
も
同
窓
生
の

皆
様
の
存
在
で
す
。
新
社
会
人
と
な
る
後

輩
達
に
、
温
か
い
御
指
導
・
御
鞭
撻
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
、
三
月
か
ら
五
月
ま
で

の
三
ヶ
月
間
の
休
校
措
置
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
等
の
各
種
大
会
中
止
、
ま
た
、
資
格
試

験
も
影
響
を
受
け
て
六
月
ま
で
の
試
験
が

中
止
と
な
り
、
卒
業
生
に
と
っ
て
は
苦
難

の
一
年
で
し
た
。
し
か
し
、
同
窓
会
の

諸
先
輩
の
御
支
援
で
、
無
事
進
路
希
望

一
〇
〇
％
を
実
現
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
県
立
高
等
学
校
改
革
前
期
実
施

会
に
望
ま
れ
る
、
希
望
に
満
ち
た
統
合
校

に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題

が
あ
り
、
国
家
試
験
や
検
定
試
験
も
例
年

通
り
の
開
催
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
後
輩
た
ち
は
、「
資
格

の
松
工
」
と
、
可
能
な
限
り
の
試
験
に
挑

戦
し
、
多
く
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

指
導
さ
れ
た
先
生
方
、
資
格
を
取
得
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
の
同
窓
会
か
ら
の
激
励
金
は
、

数
少
な
い
大
会
の
中
で
も
頑
張
っ
て
力
を

発
揮
さ
れ
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
第

四
十
九
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
東
北
地
区
予
選
会
出
場（
一
月
）

に
対
し
、お
祝
い
と
更
な
る
躍
進
を
願
い
、

激
励
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

思
う
よ
う
に
会
合
も
開
け
な
い
状
態
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
活
動
に
皆
様
方

の
力
強
い
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

皆
様
方
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

計
画
に
基
づ
き
、
本
校
と
安
達
東
高
校

と
の
統
合
に
つ
い
て
、
令
和
二
年
八
月

二
十
四
日
（
月
）
に
同
窓
会
会
長
に
御
出

席
い
た
だ
い
た
「
第
三
回
県
立
高
等
学
校

改
革
懇
談
会
」
に
お
い
て
、
統
合
が
決
定

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
令
和
三
年
二
月
三

日
（
水
）
に
安
達
東
高
校
で
「
第
三
回
教

育
内
容
検
討
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
各

小
委
員
会
が
設
置
す
る
こ
と
で
令
和
五
年

四
月
の
開
校
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し

た
。
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
愛

さ
れ
、
地
域
の
中
核
を
担
う
人
材
育
成
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
御

協
力
と
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
本

校
の
取
り
組
み
に
温
か
い
御
支
援
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
御
活
躍
・
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
挨
拶
と
し
ま
す
。

丹
治
　
茂
雄

金
田
洋
一
郎

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
　
昭
和
二
十
三
年
、
現
在
地
、
二
本
松
市
竹
田
に
生
ま
れ
る
。

　
　
昭
和
四
十
年
度
、
松
工
機
械
科
卒
業
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
計
算
尺
ク
ラ
ブ
。

　
　
昭
和
四
十
五
年
度
、
福
島
大
学
経
済
短
期
大
学
部
卒
業
。

　
　
昭
和
四
十
一
年
、
㈱
福
島
製
作
所
へ
入
社
、
昭
和
六
十
二
年
退
社
。

　
　
昭
和
六
十
二
年
、
日
特
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
へ
入
社
、
平
成
二
十
年
三
月
定
年
退
職
。

　
　
趣
味
は
、
旅
行
・
ダ
ン
ス
・
山
歩
き
等
。

　 
　
定
年
退
職
後
、
健
康
維
持
と
地
域
活
性
化
の
た
め
、
趣
味
の
社
交
ダ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
（
ス
コ
テ
ッ
シ
ュ
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
）
の
公
認
指
導
者
と
し
て
、
ダ
ン
ス
の
普
及
活
動
を

行
い
な
が
ら
、
町
内
会
・
交
通
安
全
指
導
隊
・
松
寿
会
等
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、

現
在
に
至
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
　
南
相
馬
市
出
身
　
専
門
教
科
は
工
業
（
電
子
）。

　 

　
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
読
書
、
星
の
観
望
、
昨
年
か
ら
楽
器
（
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
）
演
奏
が
追
加
。
郡
山
北
工
業
高
校
、
川
俣
高
校
、
小
高
工
業
高
校
、

二
本
松
工
業
高
校
、
小
高
工
業
高
校
（
教
頭
）、
平
工
業
高
校
（
教
頭
）、
小

高
産
業
技
術
高
校
（
副
校
長
）
と
勤
務
し
、
平
成
三
十
一
年
四
月
に
着
任
し
、

現
在
に
至
る
。
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私
た
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
令
和
二

年
十
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
人
戦
に
参
加

し
ま
し
た
。
地
区
予
選
で
は
男
子
学
校
対

抗
戦
で
準
優
勝
し
、
個
人
戦
で
も
ダ
ブ
ル

ス
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
第
三
位
（
二
名
）

を
含
め
、
ダ
ブ
ル
ス
で
は
三
組
、
シ
ン
グ

ル
ス
で
は
八
名
の
選
手
が
県
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
の
学
校
対
抗
戦
の
初
戦
は
、

会
津
学
鳳
高
校
と
戦
い
ま
し
た
。
セ
ッ
ト

数
の
取
り
合
い
が
続
く
接
戦
の
中
、
先
に

三
セ
ッ
ト
を
勝
ち
と
る
こ
と
が
で
き
初
戦

を
突
破
し
ま
し
た
。
そ
し
て
二
回
戦
の
須

賀
川
桐
陽
高
校
、
三
回
戦
目
の
い
わ
き
光

洋
高
校
と
の
戦
い
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
三

セ
ッ
ト
と
る
こ
と
が
で
き
準
決
勝
ま
で
進

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。迎
え
た
相
手
は
、

ふ
た
ば
未
来
学
園
で
し
た
。
粘
り
強
く
戦

い
惜
し
い
場
面
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
が

一
セ
ッ
ト
も
と
る
こ
と
が
で
き
ず
０
―
３

で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年
は
ベ
ス

ト
８
で
し
た
が
、
今
回
は
ベ
ス
ト
４
、三

位
入
賞
と
い
う
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で

輝
く
松
工
生
!!き

、
さ
ら
に
東
北
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

年
が
明
け
、
一
月
十
四
日
か
ら
秋
田
県

で
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
東
北
地
区
予
選
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
数
日
前
の
大
雪
や
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
感
染
予
防
対
策
を
入
念
に
行
い

選
手
八
名
と
顧
問
二
名
で
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
初
戦
は
宮
城
県
第
二
代
表
の
東
北

高
校
と
戦
い
０
―
３
で
敗
れ
ま
し
た
。
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、「
東
北
大
会
で
一
勝
す
る
」

と
い
う
次
の
目
標
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
部
活
動
は
、
練
習
時
間
が
短
く

な
っ
た
り
中
止
に
な
っ
た
り
と
大
変
な
時

期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
各
自

体
力
づ
く
り
を
行
っ
た
り
、
技
術
力
向
上

の
た
め
に
体
育
館
を
借
り
て
練
習
す
る
な

ど
、
大
会
に
向
け
て
努
力
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。
そ
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
今
回
の
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
個
人
競
技
で
す
が
、

二
本
松
工
業
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
一

つ
の
チ
ー
ム
で
す
。
そ
の
た
め
に
練
習
で

は
お
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
と
自
分

だ
け
で
な
く
み
ん
な
で
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
二

年
生
に
と
っ
て
は
次
の
大
会
が
高
校
生
活

最
後
の
大
会
に
な
り
ま
す
。
一
試
合
で
も

多
く
勝
ち
進
み
悔
い
の
残
ら
な
い
試
合
が

で
き
る
よ
う
、
今
ま
で
よ
り
も
一
層
練
習

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
二
年　

高
橋
采
里

東
北
大
会
出
場
者

　
　

二
年
一
組
機
械
シ
ス
テ
ム
科

�

　

安
田　

京
平

�

伊
藤　
　

新

　
　

一
年
一
組
機
械
シ
ス
テ
ム
科

�

　

高
橋　

歩
夢

�

大
内　

雅
也

�

佐
藤　
　

颯

�

斎
藤　

颯
斗

　
　

一
年
三
組
都
市
シ
ス
テ
ム
科　

�

佐
久
間
健
大

�

石
井　

政
人

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
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こ
の
度
、
栄
え
あ
る
二
本
松
工
業
高
等

学
校
の
同
窓
会
へ
入
会
で
き
る
こ
と
を
心

か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
三
年
前
、
私
た
ち
は
期

待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
複
雑
な
思
い

で
、
入
学
式
に
臨
み
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の

友
達
と
す
ぐ
馴
染
む
こ
と
が
で
き
、
数
々

の
行
事
を
一
致
団
結
し
成
功
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、「
資
格
の
松
工
」

の
名
を
更
に
広
め
る
べ
く
、
ひ
と
り
ひ
と

り
が
学
習
や
実
習
を
通
し
て
知
識
や
技
術

を
身
に
付
け
、
多
く
の
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
求
人
数
の
減
少
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
求
人
を
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
19
年
連
続
内
定

１
０
０
％
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
先
輩
方
の
多
方
面
で
の
活
躍
、
今
ま

で
の
伝
統
・
歴
史
が
無
け
れ
ば
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
、
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
二
本
松
工
業
高

等
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、
多
く
の

期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

先
で
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
方
の
温
か
い
ご
指
導
ご
助
言
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
会
員
の
こ
と
ば

 

三
年
二
組
　
大
友
駿
之
介

過去5年間の資格検定試験年間取得数の推移 学
校

  

近
況

令和３年２月１日現在

資格名 年度

平成 平成 平成 平成 令和

28
年
度

29
年
度

30
年
度

31
年
度

２
年
度

国　

家　

試　

験

ガス溶接技能講習 76 41 39 37 35

ボイラー取扱技能講習 64 77 41 38 39

電気工事士
第１種 8 16 7 2 1

第２種 14 17 21 10 13

危険物取扱者

乙１類 1 1 3

乙２類 2 1 2

乙３類 1 1

乙４類 4 9 2 4 3

乙５類 0 1

乙６類 1 1 1

丙種 0 0

消防設備士 乙４類 2

土木施工技術者 ２級 2 8 10 23 23

車両系建設機械
運転技能者

小型車両 23 16 29 6 3

小型クレーン 28 6 25 8 17

フォークリフト 56 35 85 42 2

高所作業 6 3 14 2

締固用機械 11 6 17 1

玉掛け 45 10 41 7 4

工事担任者試験

ＡＩ・ＤＤ総合種 1

ＤＤ第一種 1 0 4

ＤＤ第三種 15 13 7 15 7

技能士
（機械加工/普通旋盤）

２級 0 2

３級 0 5 1

ITパスポート 1 4 0

資格名 年度

平成 平成 平成 平成 平成

28
年
度

29
年
度

30
年
度

31
年
度

２
年
度

検　

定　

試　

験

実用英語能力検定
準２級 0 1 0 1

３級 3 2 1 2 1

リスニング英語検定

１級 0 0 0 7

２級 8 20 4 37 5

３級 36 42 12 34 26

計算技術検定

１級 1

２級 0 1 0 1 1

３級 125 61 114 118 90

日本漢字能力検定

２級 0

準２級 2 1 0 1 4

３級 17 5 12 15 27

４級 33 11 58 18 10

５級 4 0 4

情報技術検定

１級 0

２級 11 6 4 11 15

３級 22 26 57 32 27

実用数学技能検定
準２級 3 0 0

３級 7 2 0 1

基礎製図検定 28 44 15 5 16

機械製図検定 33 26 32 25 25

測量技術検定
１級 30 24 35 32 38

２級 41 45 33 37 38

パソコン利用技術検定

１級 0 2 0

２級 1 1 4 1 3

３級 102 61 57 63 60

合　　計 867 655 784 641 536

生　　徒　　数 420 401 380 354 333

一人あたりの平均年間取得数 2.06 1.63 2.06 1.81 1.61 
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同窓会 会報　第20号5

　　　　　　　　　　　　　令和２年度　進路内定状況　　　　　　（令和３年２月８日現在）

学科・クラス
生徒数

（女子数）

就　職 進　学

未定
県内 県外 公務員 縁故自営 大 学 短期大学

専門
学校

機械システム科１組 40（0） 29（0） 4（0） 1（0） 1（0） 1（0） 0 4（0） 0

情報システム科２組 40（13） 20（7） 3（0） 3（0） 1（1） 3（0） 2（2） 8（3） 0

都市システム科３組 37（3） 24（1） 2（0） 2（0） 0（0） 2（1） 0（0） 7（1） 0

合　　計 117（16） 73（8） 9（0） 6（0） 2（1） 6（1） 2（2） 19（4） 0

計 90（9） 27（7） 0

進路別率 76.9% 23.1% 0.0%

就職　県内

株式会社アダチ・プロテクノ 福島プラスチックス株式会社

株式会社エイクラ通信福島工場 前澤給装工業株式会社福島工場

NOKエラストマー株式会社東北事業所 ヤマト運輸株式会社福島主管支店

株式会社遠藤保温 ニプロファーマ株式会社鏡石工場

沖マイクロ技研株式会社 ＡＧＣエレクトロニクス株式会社

佐川急便株式会社 奥越部品株式会社

株式会社佐藤組 壁巣建設株式会社

三光化成株式会社福島工場 三立土建株式会社

株式会社サンライト 東部ガス株式会社福島支社

トヨタ工機株式会社 株式会社東北村田製作所郡山事業所

株式会社日東福島工場 日本ニューホランド株式会社

二本松シール工業株式会社 福島軌道工業株式会社

有限会社根本組建設 福島ノーミ株式会社

株式会社野地組 富士ダイス株式会社郡山製造所

福島サンケン株式会社 株式会社ミヤマ

株式会社マルサン 株式会社三善自動車工業

マレリ福島株式会社 矢田工業株式会社

ライオン菓子株式会社二本松工場 有限会社山田土木

斎藤建設工業株式会社 川口内燃機鋳造株式会社福島工場

東新技建株式会社 株式会社デンソー福島

株式会社ＩＮステンレス加工センター 大槻電設工業株式会社

株式会社青木食品 北芝電機株式会社

アサヒロジ株式会社 協三工業株式会社

アルス株式会社 東開工業株式会社

有限会社飯田製作所福島第二工場 ＮＩＴＴＯＫＵ株式会社

石橋建設工業株式会社 株式会社日高電設

川名建設工業株式会社 福島キヤノン株式会社

菅野建設工業株式会社 福島製鋼株式会社

東北センコー運輸株式会社福島営業所 株式会社ヤクルト本社福島工場

株式会社ピックルスコーポレーション ネッツトヨタ福島株式会社

株式会社福島芝浦電子 いわき大王製紙株式会社

就職　県外

トヨタ自動車東日本株式会社 山九株式会社鹿島支店

日本道路株式会社東北支店 大﨑建設株式会社

東北電力ネットワーク株式会社 株式会社日本デジタル研究所

株式会社ＳＵＢＡＲＵ群馬製作所 株式会社チバコー

公務員　県外

原子力規制庁職員技術職 福島県職員土木職

福島県職員電気職 自衛隊一般曹候補生

大学・短大

日本大学工学部電気電子工学科 立命館大学スポーツ健康科学部ス
ポーツ健康科学科

日本大学工学部情報工学科 サイバー大学

東北芸術工科大学デザイン工学部
建築・環境デザイン学科

郡山女子大学短期大学部地域創成
学科

東日本国際大学健康福祉学部社会
福祉学科

仙台青葉学院短期大学歯科衛生学科

専修学校等

日本コンピュータ学園東北電子専
門学校高度ITエンジニア科

Wiz国際情報工科自動車大学校情
報システム工学科

仙台デザイン専門学校グラフィッ
クデザイン学科

郡山看護専門学校准看護学科

東京IT会計専門学校仙台校 郡山健康科学専門学校作業療法学科

福島介護福祉専門学校介護福祉科 郡山理容学校理容科

JO-BI国際ビジネス公務員大学校ス
ポーツビジネス科

福島県立テクノアカデミー郡山職
業能力開発校建築科

Wiz国際情報工科自動車大学校自
動車工学科

福島県農業総合センター農業短期
大学校畜産経営学科

Wiz国際情報工科自動車大学校自
動車車体工学科

早稲田美容専門学校美容科

Wiz国際情報工科自動車大学校ゲ
ームソフト開発科

東京アニメーター学院専門学校ア
ニメーション学科
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同
窓
会

だ
よ
り

総
　
会
　
報
　
告

　

令
和
２
年
度
福
島
県
立
二
本
松
工
業
高

等
学
校
同
窓
会
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
二
本

松
工
業
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
実
施
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
第
１
号
議
案
令
和
元
年
度
事

業
報
告
、
第
２
号
議
案
令
和
元
年
度
決
算

報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告
、
第
３
号
議

案
令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
第
４

号
議
案
令
和
２
年
度
予
算
（
案
）、
第
５

号
議
案
役
員
改
選
（
案
）
に
つ
い
て
提
出

を
い
た
し
ま
し
た
。
ご
意
見
等
も
な
か
っ

た
た
め
当
該
提
出
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ

れ
た
と
み
な
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
施
の
方

向
で
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
見
据
え
な
が

ら
判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
卒

御
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

令和２年度　各種大会成績報告

◆野球部

○福島2020夏季高等学校野球大会
　二回戦　　　　　　松工　２－８　相馬東

◆卓球部

○全日本卓球選手権大会福島県予選会（ジュニアの部）
　男子シングルス　　２回戦敗退　　髙橋瑞樹
　　　　　　　　　　１回戦敗退　　渡邊　駿
○令和２年度福島県高等学校新人体育大会卓球競技
　男子学校対抗　　　１回戦敗退
　男子シングルス　　３回戦敗退　　髙橋瑞樹

◆ソフトテニス部

○福島県高等学校３学年ソフトテニス選手権大会
 （第66回福島県高等学校体育大会代替大会）
　男子個人戦　渡邊純生・安齋敦也（松工）　０－４
 田崎・大塚（学石）
　　　　　　　渡邊純生・安齋敦也（松工）　２－４
 　瀬川・鈴木（帝京安積）
　　　　　　　髙橋　塁・菅野和真（松工）　０－４
 　宗像・草野（田村）
　　　　　　　高橋　塁・菅野和真（松工）　２－４
 　高橋・門馬（小高産技）
○令和２年度福島県高等学校新人体育大会ソフトテニス競技
　男子団体戦　２回戦　松工　０－３　田村　
　男子個人戦　髙橋優那・牛坂亮太　１回戦敗退

◆サッカー部

〇第99回全国高等学校サッカー選手権福島県大会
　１次大会　２回戦　　　松工　４－１　若松商業
　２次大会　３回戦　　　松工　０－３　福島東
○高円宮杯JFAU－18サッカーリーグ2020福島（Ｆリーグ）
　Ｆ２リーグ　２勝２敗１分　リーグ残留
 （今年度の昇格降格なし）
　Ｆ３リーグ　２勝２敗１分

◆柔道部

○令和２年度第60回福島県高等学校新人体育大会柔道競技
　73kg級出場　　髙橋　塊
　60kg級出場　　水田　秀

◆カヌー部

○第66回福島県高等学校体育大会代替大会カヌー競技
　男子Ｋ－１　　第１位　　小山田香貴
　　　　　　　　第２位　　野地　寿
　男子Ｃ－１　　第１位　　水木智也
　　　　　　　　第２位　　佐々木大地
　女子Ｋ－１　　第２位　　三木　芹
○第28回福島県高等学校新人カヌー選手権大会
　男子Ｋ－１　　第１位　　野地　寿
　男子Ｃ―１　　第１位　　水木智也

◆バドミントン部

○令和２年度第57回福島県高等学校新人体育大会バドミント
ン競技
　男子学校対抗　　第３位
　　　　　　　　　１回戦　３－２　会津学鳳
　　　　　　　　　２回戦　３－０　須賀川桐陽
　　　　　　　　　３回戦　３－０　いわき光洋
　　　　　　　　　準決勝　０－３　ふたば未来
　男子ダブルス　　ベスト16　高橋歩夢・佐久間健大
　男子シングルス　１～３回戦敗退
〇令和２年度第49回全国高等学校選抜バドミントン大会
 東北地区予選会
　男子学校対抗　　松工　０－３　東北（宮城県）
 １回戦敗退

◆コンピュータ部

○第12回全国高等学校情報処理選手権　
　情報処理部門ビギナー戦　オンライン大会出場
○パソコン甲子園2020
　オンライン予選　福島県８位
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■ 令和２年度～令和３年度同窓会役員 ■

役　職 氏　　名 卒業
年度 科

会　　　長 丹　治　茂　雄 S40 機械

副　会　長 大　内　正　人 S44 電気

〃 菊　地　清　義 S44 電気

〃 小　形　義　元 S48 土木

〃 熊　谷　勝　則 S49 土木

〃 高　橋　　　薫 S49 機械

〃 山　川　博　徳 S55 土木

会　　　計 星　　　　　光 S42 機械

監　　　事 安　斎　邦　衛 S54 機械

〃 鈴　木　新　栄 S57 機械

〃 小　沢　源太郎 S60 土木

事務局次長 高　橋　周　平 H5 電子

理　　　事 齋　藤　喜　市 S41 土木

〃 杉　内　洋　介 S43 機械

〃 菅　野　和　夫 S44 機械

〃 尾　形　巳　芳 S47 電気

〃 本　田　　　正 S47 土木

■ 令和元年度　同窓会収支決算書 ■

収入額合計 1,169,053円
支出額合計 867,545円
繰　越　金 301,508円

会報委員会
会報委員長 高　橋　　　薫
副 委 員 長 鈴　木　朝　裕
委　　　員 大　内　正　人
委　　　員 高　橋　道　夫
委　　　員 石　川　清　徳
委　　　員 菅　野　健　太
委　　　員 鴫　原　望　美
委　　　員 斎　藤　美　奈
委　　　員 齋藤　倫紹（事務局）
委　　　員 佐々木英雄（事務局）

役員選考委員会
選考委員長 山　川　博　徳
副 委 員 長 菊　地　清　義
委　　　員 齋　藤　喜　市
委　　　員 小　形　義　元
委　　　員 鈴　木　新　栄
委　　　員 高　橋　周　平
委　　　員 山口　真二（事務局）
委　　　員 原田　裕昭（事務局）
委　　　員 鈴木　正美（事務局）

事務局
事 務 局 長 山　口　真　二
事務局次長 佐々木　英　雄
事　務　局 原　田　裕　昭
事　務　局 齋　藤　倫　紹
事　務　局 小　林　龍　一
事　務　局 鈴　木　正　美

役　職 氏　　名 卒業
年度 科

理　　　事 鴫　原　　　彰 S49 機械

〃 橋　本　正　一 S51 土木

〃 高　橋　道　夫 S53 機械

〃 茂　木　安　久 S55 機械

〃 鈴　木　朝　裕 S57 土木

〃 加　藤　高　洋 S59 土木

〃 金　子　智　弘 S60 土木

〃 石　川　正　功 S60 電気

〃 斎　藤　龍　一 H5 電子

〃 佐　藤　幸　好 H9 土木

〃 菅　野　雅　利 H9 土木

〃 石　川　清　徳 H10 土木

〃 二階堂　卓　也 H12 機械

〃 菅　野　健　太 H12 機械

〃 安　齋　秀　輝 H12 土木

〃 鴫　原　望　美 H15 デザイン

〃 斎　藤　美　奈 H15 デザイン

収　入　の　部
科　　目 元年度予算額 元年度決算額 増　減　額 備　　　考

 会 　 　 費 595,000 595,000 0 119人×5,000円
 入　会　金 240,000 240,000 0 120人×2,000円
 雑　収　入 1 3 2 預金利息等
入会金返金 0 4,000 △ 4,000 退会２名×2,000円
 繰　越　金 338,050 338,050 0 

計 1,173,051 1,169,053 △ 3,998

支　出　の　部

科　　目 元年度予算額 ２年度決算額   増　減　額 備　　　考
 会　議　費 160,000 182,750 22,750 役員会､同窓会総会
 行　事　費 21,000 2,376 △ 18,624 入会式
 通　信　費 35,000 47,576 12,576 総会案内ハガキ等
 会　報　費 150,000 99,066 △ 50,934 会報発行(3,000部）
 慶　弔　費 10,000 0 △ 10000 香典
 記 念 品 費 130,000 129,136 △ 864 卒業記念品（ホルダー）
 後　援　費 200,000 230,134 30,134 激励金、野球・サッカー広告料　　　　学校祭補助
 事　業　費 200,000 169,734 △ 30,266 会報発送等(1459部）                      
 事業積立金 0 0 0
 事　務　費 80,000 6,773 △ 73,227 会員データ入力費・事務用品
 予　備　費 187,051 0 △ 187,051

計 1,173,051 867,545 305,506 
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激励金贈呈激励金贈呈

バドミントン部（全国高等学校）選抜バトミントン東北大会

ものづくりものづくり
コンテストコンテスト

ものづくりコンテストものづくりコンテスト
（（都市）都市）

ものづくりコンテスト（ものづくりコンテスト（情報）情報） ものづくりコンテスト（ものづくりコンテスト（機械）機械）

編

集

後

記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
約
一
年
前
の

こ
と
だ
。
こ
の
目
に
は
見
え
な
い
０
・
１
㎛
の
ウ
イ
ル
ス
に
日

本
で
も
ま
だ
ま
だ
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。松
工
生
に
お
い
て
は
、

こ
の
一
年
に
時
差
登
校
・
部
活
の
制
限
・
休
校
・
そ
し
て
修
学

旅
行
の
中
止
が
あ
っ
た
の
を
承
知
し
て
い
る
。勉
学
に
・
ス
ポ
ー

ツ
に
そ
し
て
想
い
出
作
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
高
校
生
活
が

一
変
し
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
な
ら
な
い
と
思
う
。
し
か
し

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
社
会
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

今
回
の
会
報
発
行
に
あ
た
り
、
学
校
と
協
議
を
し
た
。
学
校

側
の
最
大
の
目
標
は
必
ず
卒
業
式
を
行
い
送
り
出
す
こ
と
で
し

た
。
部
外
者
と
の
接
触
も
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
コ
ラ
ム

リ
レ
ー
と
協
賛
広
告
を
依
頼
し
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
協
賛

社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
何
卒
ご
理
解
を
頂
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
次
回
は
復
活
さ
せ
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
長
と
校
長
先
生
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
す
が
、
松
工
と
安
達

東
は
令
和
五
年
四
月
に
統
合
さ
れ
ま
す
。
あ
と
二
年
で
す
。
同

窓
会
と
し
て
も
基
本
構
想
を
作
成
し
、
着
実
に
準
備
し
て
よ
り

良
い
ス
タ
ー
ト
を
し
た
い
も
の
だ
。

　

平
成
十
三
年
十
月
に
第
一
号
会
報
が
発
行
さ
れ
、
今
回
が
第

二
十
号
に
な
り
ま
し
た
。
過
去
に
は
ど
ん
な
記
事
だ
っ
た
か
と

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
同
窓
会
」
か
ら
同
窓
会
報
を
開
い

て
み
た
。
座
談
会
・
回
顧
録
・
応
援
歌
作
詞
の
桂
沢
さ
ん
の
秘

話
・
実
習
棟
の
改
築
・
同
窓
会
か
ら
の
記
念
碑
贈
呈
等
々
。
な

ぜ
だ
か
初
め
て
読
ん
だ
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
予
算
の
関
係
か

ら
卒
業
年
度
で
五
年
・
十
年
に
分
け
て
発
送
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
今
回
第
二
十
号
は
十
一
回
卒
か
ら
二
十
回
卒
の
皆
様
に
送

り
ま
す
。
会
報
の
必
要
な
方
は
事
務
局
ま
で
連
絡
下
さ
い
。
ま

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
お
訪
ね
下
さ
い
。

会
報
委
員
長　

高
橋　

薫

副
委
員
長　

鈴
木
朝
裕

委
　
　
員　

大
内
正
人　
　

高
橋
道
夫

　
　
　
　
　

石
川
清
徳　
　

菅
野
健
太

　
　
　
　
　

鴫
原
望
美　
　

斎
藤
美
奈

事
務
局　

齋
藤
倫
紹　

佐
々
木
英
雄
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会　　長 丹 治 茂 雄 Ｓ４０　　機械

副会長 大 内 正 人 Ｓ４４　　電気 Ｓ４１～Ｓ４４ 鈴 木 清 治 Ｓ３９　電気

〃 菊 地 清 義 Ｓ４４　　電気 Ｓ４５～Ｈ１１ 阿 相 利 和 Ｓ３９　機械

〃 小 形 義 元 Ｓ４８　　土木 Ｈ１２～Ｈ１５ 佐 藤 昭 次 Ｓ４１　土木

〃 高 橋 薫 Ｓ４９　　機械 Ｈ１６～Ｈ１９ 菅 野 吉 三 Ｓ４２　機械

〃 山 川 博 徳 Ｓ５５　　土木 Ｈ２０～Ｈ２５ 佐 藤 忠 司 Ｓ４０　土木

〃 鈴 木 新 栄 Ｓ５７　　機械 Ｈ２６～Ｈ２９ 秋 山 孝 雄 Ｓ３９　機械

会　　計 小 沢 源 太 郎 Ｓ６０　　土木  Ｈ３０～ 丹 治 茂 雄 Ｓ４０　機械

〃 小 林 龍 一 機械システム

監　　事 安 斎 邦 衛 Ｓ５４　　機械 〔　会報委員会　〕

〃 鈴 木 朝 裕 Ｓ５７　　土木 会報委員長

〃 金 子 智 弘 Ｓ６０　　土木 副委員長

事務局長 山 口 真 二 機械システム 委      員

事務局次長 高 橋 周 平 Ｈ５　　　電子 委　　　員

〃 佐 々 木 英 雄 情報システム 委　　　員

理　　事 齋 藤 喜 市 Ｓ４１　　土木 委　　　員

〃 星 光 Ｓ４２　　機械 委　　　員

〃 杉 内 洋 介 Ｓ４３　　機械 委　　　員

〃 菅 野 和 夫 Ｓ４４　　機械 委　　　員

〃 尾 形 巳 芳 Ｓ４７　　電気 委　　　員

〃 本 田 正 Ｓ４７　　土木

〃 熊 谷 勝 則 Ｓ４９　　土木

〃 鴫 原 彰 Ｓ４９　　機械 選考委員長

〃 高 橋 道 夫 Ｓ５３　　機械 副委員長

〃 茂 木 安 久 Ｓ５５　　機械 委　　　員

〃 加 藤 高 洋 Ｓ５９　　土木 委　　　員

〃 石 川 正 功 Ｓ６０　　電気 委　　　員

〃 斎 藤 龍 一 Ｈ５　　　電子 委　　　員

〃 佐 藤 幸 好 Ｈ９　　　土木 委　　　員

〃 菅 野 雅 利 Ｈ９　　　土木 委　　　員

〃 石 川 清 徳 Ｈ１０　　土木 委　　　員

〃 二 階 堂 卓 也 Ｈ１２　　機械

〃 菅 野 健 太 Ｈ１２　　機械 〔　事務局　〕

〃 安 齋 秀 輝 Ｈ１２　　土木 事務局長 山　　口　　真　　二 機械システム

〃 鴫 原 望 美 Ｈ１５デザイン 事務局次長 佐 々 木   英　　雄 情報システム

〃 斎 藤 美 奈 Ｈ１５デザイン 事務局 原　　田　　裕　　昭 都市システム

事務局 齋　　藤　　倫　　紹 情報システム

事務局 小　　林　　龍　　一 機械システム

事務局 鈴  　木  　正　  美 都市システム

高　　橋　　周　　平

山口真二（事務局）

原田裕昭（事務局）

鈴木正美（事務局）

令和２年度～令和３年度同窓会役員

※会報誌２０号の役員の役職に誤りがありました下記の通り訂正しお詫び申し上げます

〔　役員選考委員会　〕

山　　川　　博　　徳

菊　　地　　清　　義

齋　　藤　　喜　　市

小　　形　　義　　元

鈴　　木　　新　　栄

石　　川　　清　　徳

菅　　野　　健　　太

鴫　　原　　望　　美

斎　　藤　　美　　奈

齋藤倫紹（事務局）

佐々木英雄（事務局）

〔　歴代会長　〕

高　  橋　　　　 　薫

鈴　　木　　朝　　裕

大　　内　　正　　人

高　　橋　　道　　夫
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